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*民俗藻類学の旅再訪編ー十六島，島持ち・島子に話を聞くー

民俗藻類学者，i質問 仁先生に同行して出雲市十六島を訪れ，

島持ち (ノリを産する岩場の持主)と島子 (ノリ採り女)の方々

から心)~く しの古伏待を受けた。

まず島持ちの渡部勇氏の案内で 「出雲国風土記」にも載る，
ずのやしろ のりしまのやしろ

許亘 社と紫菜島社 (55巻 2号の「民俗藻類学の旅」参照)

を山上に訪ねた。途中その由来や祭胞の話を伺い，後で文献や

記事などを見せていただいた。文境内に仰のある山根千五右衛

門は， 昔集落が海!!戒に製われた際先頭に立って戦った庄屋で，

その時の傷が元で亡くなったそうだ。十六島は古来，最 ヒ品質

のノ リの産地として名高い。豊かな集落と見られて外から何度

も襲撃されたことだろう。

その後公民館に招かれて新鮮なf.ll貝料理をいただき，耳も味

覚も全開させて，烏子である渡部夫人や小襟房子さん遥から貴

重な体験談を伺うことができた。

写真は今から数十年前の島子のファッションである。手|干l脚

半に足元は道中わらじ。このわらじは身柄が狭く，足指もはみ

出すほど小ぶりにできてお り，腫に押さえの立ち |二げがあるた

め踏ん張れる形をしている。濡れて滑る岩上で大波が笥'せれ

ば逃げ，引けば戻ってノ リ摘みに励む，辛く危険な寒中作業

だ。!晶子は爪を切ってはいけないとされた。長く 伸ばした爪で

岩肌からノ リを掻き取るためだ。その爪はシーズンの終わりに

はすっかり磨り減って しまい，血の惨むほと心だ、ったと言う。よ

く育っと 30CI11ほどになるノ リを絞っては龍に入れ，重いので

7， 8割になれば持ち帰った とのこ と。ノリを絞るときの感触を

女性の豊かな黒髪に重ね合わせ，小滋家で、は正月自I!iりに添える

11寺，ノ リをそっと結ぶそ

うだ。摘んだノ リは勝手

に持ち帰れないが，貝は

自由に採れる。郷土食

の「海苔筆」は，ベベ

貝 (ベッコウガサ)に生

ノリと野菜その他を一緒

に煮たいわばごった煮

だが，箸ですくったノ リ

が墨を含ませた筆に似

るこ とからこの名がつい

た。この貝はノリを食べ

て育つため，絡別のだし

が出て一層風味が増す

のだと渡部氏は諮る。

機会があれば海苔筆

の季節にまた訪れたい

ものと思っている。

!;4子の!服装 (11倒 14011"頃，左が小滋さん) (木村光子)

安海藻押し葉ラミネート作りコーナー(養殖研究所)

養殖研究所の一般公開は，北京オリン

ピックも大詰めの 8月231::1に開催され，

朝からの雨にも関わらず約700名の方に

ご来場j頁きま した。数ある企画の中でも，

海部ラミネー卜作りは， 毎年，一，二を争

う人気コーナーです。台紙に海部押し葉や

f~\のイラス ト を jill り 付け， ラミネート加工

して作品を完成させます。素材には，養殖

研究所の前に広がる五ヶ所湾で採集した

アカモク，マクサ，アナアオサなど 卜数種

類の海部押し葉を準備しました。

〔作品例)

台紙と素材を選んで貼り付けるシンフ。ルな作業で、すが，子供

から大人まで、作品に向かう目は真剣そのもの。お孫さんの隣で

製作に没頭するおじいちゃん，おばあちゃんの姿もあちこちで

見られました。どんな色や形の海藻を使うか，配置はどうするか，

なかなかどうして美的センスが要求されます。海中写真の台紙

に海藻押し葉を議場に見立てて配置し海中風景を再現するも よ

し， ピンクやグ リ ーンの1H~地の台紙に海藻押し葉を並べてアー

トイ乍品にするもよ し。海藻の造形美が加わって作品に深みが増

し，世界にひとつだ、けの素敵な作品が出来上がり ます。

お土産のラミネー卜作品のように，楽しい夏の思い出がいつ

まで、も来場者の心に残ることを願っています。

(石樋EI:I香)

*海藻標本の寄贈を受付中(科博， TNS) 

国立科学博物館大型説類標本室 (TNS，つくば'rl'i)では，海

藻傑本の寄贈を歓迎しております(詳細は55巻2号)0 (北LL!)

女誌上アンケート rイワズタ・イワヅタ問題」

前号のアンケー卜にご協力いただきまして，ありがとうござ

いました。前号の編集後記で予告しましたように，巨|答いただ

いた方の1:1羽〉ら厳正な:!TI!:濯 (立会人:ff~TLL! 1聖子編集実行委員，

鈴木雅大氏)を行い， 選ばれた下記の 3名様に粗品(，かはく

トランプJ，56巻 2号p.152を参照)をお送り しました :

大谷修司様，佐藤真由美 様，八木康博様。

おめでとうございます。 (編)




